
 

【会場】 ピースおおさか １階講堂  【対象】 どなたでも  【定員】 先着 160 名  【申込方法】 電話またはホームページから  

【参加費】 無料 （ただし入館料が必要）   

大人 250 円、高校生 150 円、中学生以下は無料、65 歳以上・障がい者の方も無料（要証明書）  
＊申込をされた方の個人情報は、この事業の連絡のために、必要がある場合のみ使用します。 

＊定員に達した場合は、申込受付を終了させていただきます。当日は、申込者以外 会場にご入場いただけません。 

【共催】 オランダ王国大使館  
 

ピースおおさか （公益財団法人 大阪国際平和センター）        

【お問い合わせ】 ピースおおさか （公益財団法人 大阪国際平和センター）    
〒540-0002 大阪市中央区大阪城 2 番 1 号   TEL 06-6947-7208 

http://www.peace-osaka.or.jp             FAX 06-6943-6080      JR 環状線「森ノ宮」北出口・Osaka Metro「森ノ宮」①番出口 

 

開館の日平和祈念事業 シンポジウム 

 

特別展「キュラソー・ビザ ―ズワルテンダイク・オランダ領事と「命のビザ」の知られざる原点―」関連事業 

キュラソー・ビザ、命のビザ、

貢献者の輪
２０２４（令和６）年９月１５日（日） １４時～１５時３０分 

基調講演「キュラソー・ビザ、命のビザ、貢献者の輪」  

北出 明 
 

１９４４年、三重県生まれ。慶應義塾大学卒業後、国際観光振興会（現・国際観光振興機構 JNTO）に就職。 

国内のほか、ジュネーブ、ダラス、ソウルの各在外事務所に勤務。 

２００４年に退職後はフリーランス・ライターとなり、ユダヤ難民に関する著書を出版。 

現在も、“命のビザ”により生き延びたユダヤ難民のその後の行方を追い続けている。 

講演「貢献者のレガシーを次世代へ」 

西川 明徳（人道の港 敦賀ムゼウム 館長） 

オランダ王国大使館 による特別展紹介 

第二次世界大戦中に、難民たちの命を救った“ビザ” 

日本でもよく知られている杉原千畝、ヤン・ズワルテンダイクといった外交官たち以外にも、 

ビザの実現、難民たちの亡命に尽力した人々がいた― 

 

資料館「人道の港 敦賀ムゼウム」とは？ 
 
“命のビザ”を携えたユダヤ難民が上陸した福井県の敦賀港。 

資料館では、難民たちを支えた多くの人々の行動や証言などを

中心に、命の大切さや平和の尊さを国内外に発信しています。 


